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お時間がある時にご覧いただきますようお願い申し上げます。

08.10.
Ｖｏｌ．6

種苗法の一部改正に伴う自家増殖（種取）について

農業用廃プラスチック回収

地区名 回収日 時間 回収場所

高月

10月24日（土）

9：00～11：00 高月カントリーエレベーター

木之本

9：00～11：00

木之本ライスセンター

余呉 余呉ライスセンター

西浅井 永原カントリーエレベーター

浅井

11月7日（土） 9：00～11：00

浅井カントリーエレベーター

びわ びわカントリーエレベーター

虎姫 虎姫大井倉庫

湖北 湖北西部ライスセンター

農業用使用済みプラスチック類の一括回収を下記の日程で行います。年に一度の回
収となりますので、この機会にご利用下さい。

なお、回収にあたっては「委任状」や車両への備え付け書類等が必要となります。詳し
く書いたチラシがありますので、ＴＡＣ担当、またはお近くの支店窓口、営農経済センター、
各営農経済係までお問い合わせ下さい。

今般、農研機構ホームページ（下記のURL）に、同機
構の出願公表・登録品種リスト（令和３年８月16日
時点）が掲載されました。
農研機構では、同機構が育成した登録品種（米・

麦・大豆）については、種子更新を奨励するものの
、自家増殖の場合、品種の特性を損なわないように
適切に管理・利用することを条件に無償で許諾（許
諾手続は不要）されることになりました。
ただし、この許諾は自家増殖に係るものであり、

増殖した種苗の他者への譲渡（有償・無償に関わら
ず）を許諾するものではありませんので留意する必
要があります。
また、農研機構が育成した登録品種のうち、滋賀

県奨励品種である、麦類（ふくさやか・びわほなみ
）、大豆（ことゆたかＡ１号）は、上記により許諾
手続は不要です。（別紙参照）

自家増殖（種取）するにあたって農研機構より、
同機構が育成した登録品種（米・麦・大豆）につい
ては、種子更新を奨励するものの、品種の特性を
損なわないように適切に管理・利用することを条
件に無償で許諾（許諾手続は不要）されることにな
りました。

処分費は廃プラ６５０円/個、育苗箱６５円/枚程度の見込みです。（購買請求書へ計上）

プラスチック類を持ち込む時の注意点
○育苗箱：１０枚単位で梱包してください。
○肥料袋：約１０㎏（８０枚程度）で１個分です。
○ハウスビニールシート：約１０㎏で１個分です。
○畔波シート直径３０㎝程度２巻で１個分です。

https://www.haipura.jp/images/farmer_28.jpg https://www.haipura.jp/images/farmer_02.jpg

畔波シート トレイシルバーシート

米の出荷について

需要に基づく農産物の生産販売体制構築のため、ＪＡでは播種前契約による生産販売を強化していま
す。ユーザーとの契約数量を守ることが、産地の信頼性を高め、継続的な稲作を可能とします。
ＪＡとの出荷契約数量分の出荷については、組合員の皆さまのご協力をお願いします。

JA北びわこ営農情報の
◇LINEアプリで左の
QRコードを読み取る

または、
◇[＠977ｓｖｋｒｗ]
で友だち検索

写真：管内にて撮影

https://www.haipura.jp/forfarmer_n.html
https://www.haipura.jp/forfarmer_s.html


廃棄農薬について

年一回の廃棄農薬回収を行ないますのでご利用下さい。

日時：令和８年１１月１０日（火）

回収地区 回収場所 時間

浅井・虎姫地区 浅井支店 営農経済係 朝８時３０分～１０時００分

びわ地区 びわ支店 営農経済係 １０時３０分～１２時００分

湖北地区 営農経済センター １０時３０分～１２時００分

高月地区 高月支店 営農経済係 １３時３０分～１５時００分

木之本・余呉・
西浅井地区

木之本支店 営農経済係 １３時３０分～１５時００分

廃棄農薬処理価格表

廃棄農薬の種類 備考 単位 参考価格
（令和７年）

一般農薬(汚泥・廃油)
粉剤、粒剤、水和剤、液剤、乳剤等
※箱剤大袋(内アルミ)含む

１㎏ ５５０円

特殊農薬①
その他有害物含む有農薬(ヒ素・鉛・シアン
等)

１㎏ ２，７２０円

特殊農薬② 燻煙剤：クロールピクリン等 １㎏ ３，７８０円

特殊農薬③ ＰＯＰＳ：ＰＣＰ、ＰＣＮＢ、BHC、ケルセン等 １㎏ ４，７２０円

特殊農薬④ 不明品：粉、粒、液等 １㎏ ４，７２０円

特殊農薬⑤ 水銀含有農薬 １㎏ １１，０００円

空容器
ガラス １㎏ １，３１０円

プラスチック １㎏ ６５０円

持ち物： 印鑑（廃棄物処理委任状押印のため）

注）現金での取り扱いはできませんのでご注       
意下さい。（購買請求書に計上）

JA購買取引のない方については、所定の口
座振替用紙をご提出ください。

※地区によって回収時間が異なりますのでご注意下さい。

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用



大豆収穫作業について

①大豆の成熟期は葉が完全に落葉し、莢を振ればカラカラと音がする時期です。
②収穫適期は成熟期より４～１４日後です。
③収穫できる天候条件

※注）当日のほ場や豆の乾き具合を確認し、刈取り可能であれば刈取りを行う。

汚損粒の発生要因です。ご
注意下さい。特にイヌホオズ
キは少しでも入ると大豆が
着色し品質が低下するので
お気を付けください！！

JA北びわこ虎姫ライスセンターにて行います。
ご利用を希望される方は、大豆施設利用申込書を営農経済センター・営農経済係または
各担当TACまでご提出下さい。

JA大豆施設の利用について

乾燥について

①常温乾燥を原則とし、火力乾燥の場合は
３０℃以下で行います。
②穀粒水分は１４％に仕上げます。１５％以上は検査
規格外となり、検査を受検できません。

コンバイン収穫の注意事項について

①収穫前には必ず雑草や青立ち株を抜き取ります。
②子実水分１８％以下、茎水分５５％以下（茎がポキッと
折れる状態）に作業を行います。

③地際部の刈取り（土噛み）に注意します。

成熟期と収穫適期について

大豆生産記録提出期限
１０月３０日（金）

大豆施設利用料金
（仕上げ大豆60ｋｇ当たり）

荷受水分 利用料（税別）
13.0％以下 ¥1,560
13.1～14.9％ ¥1,380
15.0～17.9％ ¥1,620
18.0～19.9％ ¥1,680
20.0～21.9％ ¥1,740
22.0～22.9％ ¥1,800
23.0％以上 ¥1,860

収穫適期

大豆施設利用料金表

イヌホオズキ・・・ブルーベリーのような果実

写真：管内圃場にて撮影



大豆出荷に関する注意点

フレコン包装集出荷の対象品種および要件等
① 今年産より、販売先の理解を得て、大豆の個人調製フレコン出荷が可能となりましたが、大

豆のフレコン出荷において最も注意が必要なのは異物混入です。実際に、金属片（ボルトや
ナット、画びょう）やプラスチック片（キャップや板、ざる）、陶器（湯呑）などの混入事
故でクレームが発生しています。これらに加え、植物の種子（イヌホオズキ等）も同様にク
レームの対象となります。場合によっては、再選別にかかる費用や返品の運賃などが発生す
るだけでなく、大豆の個人調製フレコンの取扱いができなくなる可能性もあります。

この点については、利用者皆さまのご理解とご協力をお願いします。

① JＡに出荷契約をいただいた次の品種の大豆を対象とします。
里のほほえみ、ことゆたかA1号 ※くず大豆は、紙袋での出荷をお願いします。

① 大豆は、比較的に単収が低く、ほ場ごとに品質のバラつきが多い作物です。フレコン1本に入
る大豆は平均で5反～8反分と予想できます。農産物検査において、フレコン内の品質にバラ
つきが多い場合は、検査等級が下位ランクになることもあります。

汚損や植物種子の混入など、品質の悪いほ場の大豆は区分して紙袋での出荷をお願いします。

① 定められたフレコン重量を計量できる機械装置等を装備してください。
・皆掛重量は、915kg（正味重量900kg＋余ﾏｽ12kg＋ﾌﾚｺﾝ包装袋3kg）です。

① フレコン包装袋については、JAに出荷いただく分についてはJAにて必要数量をご購入くださ
い。食品に使用可能で、かつ農産物検査に適合したフレコンを準備しています。販売先への
産地としての統一感や、保管時の安定性等も考慮しています。

① JAへの出荷時には、フレコンのポケットにあらかじめ配布をするフレコン明細票を必ず入れ
てください。フレコン明細票には、組合員氏名、品種名をご記入ください。

実際に、金属片（ボルトやナット、画びょ
う）やプラスチック片（キャップや板、ざ
る）、陶器（湯呑）などの混入事故でクレー
ムが発生しています。これらに加え、植物の
種子（イヌホオズキ等）やコンタミも同様に
クレームや損害賠償の対象となる恐れがあり
ますのでご注意下さい。

①異物混入 場合によっては再選別にか
かる費用や返品の運賃など
が発生するだけでなく、大豆
の個人調製フレコンの取扱
いができなくなる可能性
も・・・

②フレコン出荷取り扱い品種

里のほほえみ、ことゆたかA1号
※くず大豆は、紙袋もしくは
食品用フレコンでの出荷をお願いします。

③フレコン規格

 大豆の個人調製フレコン出荷及び、大豆出荷に関する注意点を紹介します！

皆掛重量 ９１５kg
（正味重量９００kg+余マス１２kg+フレコン包装袋３kg）

④選別・出荷

出荷は粒径を分けてフレコン詰めしてい
ただき、個人フレコン明細票に住所・生産
者名・品種・粒径をご記入の上、フレコンポ
ケットに入れてください。
フレコン明細票はＪＡより個別に配布させ

ていただきます。
また、皆掛重量９１５kgに満たない端量に

つきましては紙袋に詰めて出荷いただきま
すようお願い申し上げます。

フレコンバックのイラスト

軽トラックのイラスト

穀粒水分にお気を付けください！

１５％以上は検査規格外となり、検
査を受検できません。再度乾燥し、
出荷いただくことになりますのでご
留意ください。

⑤パレット出荷

パレット出荷について
 は、木製パレットに
10袋×5段＝50袋で

 はい積をお願いします。

※フレコンはJA各営農センターでご購入いただけます。

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用

https://1.bp.blogspot.com/-3_xOYiXv_l0/V6iH-1YeHxI/AAAAAAAA8-s/MbuUiblCFt4e7lqGyCYt0EcKX-BtJQFrgCLcB/s800/kouji_furekon_bag.png
https://4.bp.blogspot.com/-7ttVjO_cMI8/Wc8fYqJjPJI/AAAAAAABHFQ/C20kJhZY1kUeayzuX_4pxrjJ3R8WxVmPACLcBGAs/s800/car_kei_truck.png


○早めの額縁排水溝の設置

○排水溝の設置

田の乾湿に合わせて、排水溝の間隔を決め
（排水の悪いほ場では畦幅を狭く）、畦面や排水
溝に水たまりが出来ないよう表面排水を行いま
す。また、必ず排水溝を排水口までつなげます。

水稲収穫後、早めに額縁排水溝を設置し、中干
し溝と併せてほ場を乾かします。
また、コンバイン収穫で荒れているほ場の上下
は出来るだけ均平作業を行ないます。

令和９年産大麦について

令和９年産大麦の播種前契約に基づいた播種をお願いします。

播種前契約は需要に基づく生産を行うにあたって、また安定した販売と農家手取りを実現するために
非常に重要ですので、令和9年産麦の播種前契約面積に対し過不足の無い播種をお願いします。

大麦（ファイバースノウ）の播種適期：１０月１５日～３１日

大麦の播種適期は１０月１５日前後ですので、適期播種を目指してほ場の準備作業をお願いします。

適期よりも早い播種や播種量が多い場合、過繁茂となり倒伏や子実が小粒傾向となる恐れがあります

ので、下表を参考に播種量は８～９㎏/１０aで適期播種していただくようお願いします。

また、台風や雨天が続き、やむを得ず播種作業が１１月初旬になった場合、適期播種より若干の減収

にはなりますが、過去の試験結果から、播種量を基準播種量より多めの１０㎏/１０a程度まで増やす事

により １１月１０日頃の播種でも、減収幅を抑えることができます。

※複年栽培の場合は、播種が遅れた場合でも播種量を過度に増やすと茎数が過多になり、病害の助

長や品質低下に繋がりますので注意してください。

●播種時のポイント

ファイバースノウは湿害に弱いため、明渠・暗渠の設置など排水性の確保

について 最善の対策をお願いします。

写真：管内圃場にて撮影

（俵）



”イネは地力でとる”を見直そう！JAが応援します！

①令和９年産でもコメの概算金に”土力UP加算金”を設けます！
※令和９年産北びわこ生産基準米の栽培面積のうち、要件を満たす
土づくり肥料を基準量以上施用した面積×8.5俵を上限として、
北びわこ生産基準米の出荷１俵につき３００円を加算します！

②”土づくり”をタイプ別に提案します！
③散布の心配は不要です！JAにお任せください（1,100円(税込)/10a）。

土づくり肥料を積極的に施用しましょう！

 （努力）

令和９年産でも”土力UP”ﾁｬﾚﾝジ！

土づくり資材について

土壌分析
管内の農家を対象に、無料で土壌分析を行っております。
近年、水稲の収量・品質低下の原因の一つには、地力の低下が考えられます。ご自身の水田土壌の状
態を調べ、不足している養分を補う事が収量・品質向上の第一歩です！
資材投入を機に土壌分析をご希望の方は、お気軽に各担当ＴＡＣまでご相談ください！!

希望の方は、TAC担当
までご連絡ください

○湖北地域で「みずかがみ」を栽培されている方や、今後栽培してみようと
 お考えの方を対象に、作付推進研修会が開催されます。

主催：滋賀県湖北農業農村振興事務所 農産普及課
共催：湖北地域農業センター

日時：令和元年１２月３日（火）１４：００～１６：００（受付開始は１３：３０から）

場所：湖北合同庁舎 第１会議室（長浜市平方町１１５２－２）

対象者：農業者、農業関係機関・団体等（約５０名）

内容
1）令和元年産米「みずかがみ」生産状況
2）「みずかがみ」への評価、滋賀県産米への期待
3）大豆あとほ場での栽培技術

申込期限：令和元年１１月２７日（水）

申込方法：１１月２７日までに湖北地域農業センターへＦＡＸ、郵送でお申込み下さい。

申込先：湖北地域農業センター
  ＦＡＸの場合：６２－４１４４

郵送の場合：〒５２６－００６５ 長浜市公園町９－２３

みずかがみ作付推進研修会のご案内

・不足成分に特化して補いたい
・特に品質の向上を狙いたい

・複年で転作に取り組んでおり、
大麦や大豆の収量も高めたい

《ク熔性リン酸・苦土・ケイ酸・アルカリ分をバランスよく含む総合的な土づくり肥料！》

《管内で不足しているケイ酸と加里の吸収効率を高めた土づくり肥料！》

《腐植酸と有機物の効果で地力窒素を向上させ土壌のバランスを改善する肥料！》

タイプ おすすめ肥料

リン酸・ケイ酸・アルカリ
を保証する肥料

ケイ酸・加里を保証す
る肥料

牛フン堆肥を濃縮した肥料
または

牛フン堆肥1ｔ/10a以上

資材要件

・バランスよく土づくりをしたい
・複年で土壌養分を改善したいA

C

B

土壌分析 随時募集中！！
各地域のＴＡＣ担当までお気軽にお申し付けください！！

対象者
管内の農家

分析点数
1件あたり５点までとします。（５圃場）

土壌分析基本項目
水 田：ｐＨ、ＥＣ、りん酸、石灰、苦土、加里、けい酸
その他：ｐＨ、ＥＣ、りん酸、石灰、苦土、加里、けい酸、硝酸態窒素

5点まで無料！ どの土づくり肥料を施用
すればよいか迷っておら
れる方、一度土壌分析を
されてはいかがですか？

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用



「秋起こし」は、本田内でワラを分解させることを目的に行います。

○地力増進効果
ワラの早期鋤込による堆肥化促進、
還元障害（ヤミ田）の抑制効果

○病害虫抑制効果
いもち病・紋枯病等の菌や二カ
メイガの越冬虫をワラごと鍬込む
ことで次年の被害減少効果

○雑草対策

オモダカ・クログワイ等の塊茎を掘り出し地表面の寒さで枯死させ、

 翌年の雑草発生減少効果

秋起こしのメリット

令和７年産水稲に向けた下準備について②

秋耕を実施して稲わらを分解し、次年産の初期生育確保！

秋起こしの方法

☆気温の高い時期（10月中旬頃まで）に実施する場合

→ 圃場の排水対策（排水口開放等）を確認し、深耕（15㎝程）する

★乾きにくい圃場の場合

→ 排水対策（明渠・暗渠等）を施工して、浅耕（5～10㎝程）する

～時期や圃場条件で方法を変えましょう～

秋起こしと併せて、土づくり資材を施用し、令和9年産水稲に備えましょう

湿田では排水性を高めることが重要！

令和７年産水稲に向けた下準備について③

イタリアンライグラスにお困りの方必見！！

広葉雑草が混在する場合
は、ラウンドアップとの混用
がオススメ！

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

10a当たり使用量

本剤の使用回数 使用方法
薬量
(㎖)

希釈水量(ℓ)

水田作物
(水田畦畔)

水田畦畔

一年生及び多年
生イネ科雑草(ス

ズメノカタビラを
除く)

雑草生育期
収穫７日前まで

500～
1000

通常散布
50～100
少量散布

25～50

２回以内 雑草散布

暖冬の年には春先の畦畔にイタリアンライグラスが多く
見られます！

※本田散布の登録がないので水田畦畔の使用をお願いします。また、登録されている作物のみご使用ください。

令和９年産水稲に向けた下準備について

ごま葉枯病について

ごま葉枯病は収量や品質を大きく低下させる要因の１つで、収量を安
定的に確保するため防除対策が必要になります
今年も管内の一部の圃場でごま葉枯病が確認されていますので対策を
紹介します！

○稲わらの秋すき
○土壌改良資材の施用
けい酸加里の成分はごま葉枯病対策に最適

欠乏するとごま葉枯れ病が発生しやすくなる
カリ、ケイ酸、苦土、鉄を含んでいます

写真：管内圃場にて撮影
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